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はじめに 

 

学校における体育・スポーツ活動は、生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現する資質や能力を育む基盤

であり、子供たちが将来、自己実現を図り、様々な世界で活躍するに際し意義があり効果をもたらすものです。 

 一方で、体育・スポーツ活動中の事故により、死亡・障害や回復に長期を要するような重大な事故が、毎年繰

り返し発生しているのも事実であり、同様の事故が生じないよう未然防止の取組が強く求められています。 

 スポーツ事故防止対策協議会では、災害共済給付事業によって得られる事故情報を活用し、スポーツ庁の委

託事業として「学校における体育活動での事故防止対策推進事業」を実施してきました。本年度で１０年目にあ

たります。 

 本事業は、学校の体育活動中における事故防止の意識啓発とさらなる取組の充実に資することを目的に、近

年発生した重大事故事例の発生原因、背景及び再発防止のために留意すべき点や方策について、医療・法曹

関係者・大学等の研究者・安全教育やスポーツ関係者等の学識経験者と連携して調査・研究・分析を行ってき

ました。その成果の共有と事故防止の啓発の一環として、本年度は「体育・スポーツ活動での事故を防ぐために」

という主題の下、宮城県仙台市、兵庫県神戸市、鹿児島県鹿児島市、徳島県徳島市の全国４か所での対面で

のセミナーの外、東京より全国に配信するオンライン形式でのセミナー、能登半島地震災害の関係で対面を中

止した石川県には情報提供を実施しました。併せて、重点事項として、ワーキンググループを設定し、「突然死・

心停止事故防止に関する研究」を実施しました。 

本協議会の調査研究並びにセミナーの実施・情報提供に当たっては、セミナー開催地の都道府県市教育委

員会、本協議会委員、貴重な災害共済給付データ等をご提供いただいた独立行政法人日本スポーツ振興セン

ター（JSC）などからご支援とご尽力をいただきました。お礼申し上げます。 

本報告書は、セミナーにおけるパネリストの講演やアンケート結果、重大事故の研究経過と中間まとめ等を取

りまとめたものです。学校をはじめ、教育委員会・スポーツ関係団体等関係者の皆様に、安全対策の再点検・充

実のための資料としてご活用いただければ幸いです。  

 

令和６年３月 

スポーツ事故防止対策協議会 

株式会社政策研究所 
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１ 学校における体育活動での事故防止対策推進事業の概要 

１ 学校における体育活動での事故防止対策推進事業の概要 

1.1 事業の趣旨 

学校における体育活動は、生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現するための基礎となるものであり、

体力向上、健康増進、競争心や協調、他を尊重する精神の涵養、人間関係の形成など様々な面で意

義、効果を有する。 一方で、毎年報告される死亡等の重大事故の発生など様々な課題も抱えており、効

果的な体育活動の実現に向け早急に取り組むことが必要である。 

このため、体育活動中の事故防止などの様々な課題に対応し、安全でよ り効果的な体育活動を実施

するための取組を推進する。 

 
1.2 基調講演 

 

（１）事業の目的及び概要等 

①事業の目的 

体育・スポーツ活動中の事故による死亡等の重大な事故を中心に、同様の事故を繰り返さないよう、事

故防止の意識啓発及び関連する取組の充実を図ることを目的として、発生原因・背景、防止のための留

意点を把握し、成果物の公開や周知を通して、それらを関係者間で広く共有し、指導等で参考となるた

めの取組を行う。 

 

②事業の概要 

体育活動中における近年発生した重大な事故事例（死亡、重篤な障害が残るもの等）について、災害

共済給付統計等をもとに、発生の背景や要因、再発防止のために留意すべき点や対策について、大学

等の研究者、医療関係者、法曹関係者、スポーツ・教育関係者等と連携して調査研究を行い、平成２６

年度以降継続して研究してきた成果を「災害共済給付 Web」等で広く公開するとともに、教育委員会、学

校、大学等の研究者、スポーツ・教育関係団体等の関係者と情報共有し、各自に必要な取組や相互連

携等について研究協議等を行うセミナーを、全国各地で開催する。 

今年度の重点は「突然死・心停止事故防止に関する調査研究」とし、体育・スポーツ活動中における突

然死や心臓震盪等による心停止事故の現状把握と近年発生した重大な事故事例（死亡、重篤な障害が

残るもの）の収集と事故発生の要因、再発防止のための方策等について調査研究を行う。 

 

 

 

 

 

 戸田 芳雄    
   

学校安全教育研究所代表 
明海大学客員教授 
 

 （略歴） 
文部科学省教科調査官、浜松大学教授、東京女子体育大学教授、明海大学客員教授などを歴任し、現在

は学校安全教育研究所代表。 
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１ 学校における体育活動での事故防止対策推進事業の概要 

 

（２）事故防止の基本的な考え方 

①体育・スポーツ活動における事故の発生要因 

事故の発生には、基本的には、「主体(人）の要因」と「環境の要因」が関わりあっているが、体育・スポー

ツ活動ではそれに加えて「運動の要因」 、「用具の要因」及び「指導の要因」が関わっている。 

 

図表 スポーツ事故の発生要因（雪崩事故を例として） 

  

 
 
 
 
 
 

②体育・スポーツ活動での事故防止のポイント 

〇指導者が安全に関する理解を深め、以下の点に留意して事故防止と安全確保を重視した体育の授業、運

動部活動等の実施に努めるなど危機管理意識を高め、児童生徒等(以下、生徒等という)とも共有すること

が必要である。 

〇生徒等同士及び生徒等と指導者のコミュニケーションに努め、主体（人）や環境等の異状（異常）やリスク

（危険）を早期に発見・共有し、状況に応じて避難、応急手当・救急車の手配などの迅速な対応ができるよ

うにする。 

〇正しい技術の習得や練習（対戦）相手を尊重する態度を育てるとともに、 ウオーミングアップやクールダウ

ン、体幹強化や股関節の可動域の拡大などのトレーニング等を継続的に行う。 

〇安全指導は競技の特性や過去の事故事例等を踏まえて効果的に行い、試合も安全指導（教育）の場と捉

えて対応する。 

〇学校保健安全法に基づいた健康管理（健康診断、保健指導と事後措置）を徹底するとともに、運動前、運

動中、事後の健康観察を徹底する。 

〇登山や野外活動、長時間の練習や合宿、試合・大会などでは特に疲労の蓄積、気象の状態や急激な変化

等（落雷、大雨・洪水、WBGT 等）に留意し、主催者（指導者）があらかじめ中止、変更、避難決定などの基

準、その後の行動や活動内容をあらかじめ明確にし、子供・保護者を含む関係者に周知・共有する。 

〇AED や救急箱等は必要時に活用できる場所に配置し、必要な場合にはためらわずに使用する。（AED は

片道 1 分間以内に配置が望ましい。特に、頻度の高い体育館、グランドで使用可能な所に AED のない練

習場、遠征地などはレンタルなどの活用も検討。） 

〇ヒヤリハット体験、過去の事故事例や資料（学校安全 Web）などを活用した研修の実施と、その結果を活用

した安全対策、リスク（外傷、熱中症、心停止、歯牙破折等）に応じた救急用具等の準備、校内外の救急・

緊急連絡体制を確立する。 

〇事故防止や感染症・熱中症予防などに関する関係の通知やガイドラインなどを確認し、教育委員会や各体

育(スポーツ）関係団体等と連携したきめの細かい危機管理を進める。 

〇これまで不可抗力とされていた事故の防止は、安全（保護）具の積極的な活用を検討する。 
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（３）発表資料 
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